
W

』

陽
」

二(蚕鋤第 園係）

牝

ｉ
ｆ蘇陽町教育委員会

蘇陽町文化財保護委員会

~~~



h41 1,
－

旺 誤 表

下記のよう左誤りかありますので、訂正の上と使用下さい。

’
－

恭号 頁 ’
64 19

70 21

84 25

126 35

128 35

’行目 誤 正

’奉修康申庚申講
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こ
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
、

を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
日
の
日
本
は
、
平
和
を
愛
し
、
文
札

先
が
残
し
て
く
れ
た
、
こ
れ
等
の
遺
産
~

ゆ
く
、
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
又
〈

二
集
の
発
行
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。

和
を
愛
し
、
文
化

本
町
に
お
き
ま
し
て
、
本
年
、
文
化
財
第
二
集
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
第
一
笑
で
は
、
左
町
文

化
財
に
つ
い
て
総
花
的
に
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
第
二
集
で
は
、
本
町
内
の
石
造
文
化
財
を
主

と
し
て
調
査
し
て
参
り
ま
し
た
。
石
造
物
に
は
、
色
々
な
種
目
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
れ
を
見
て
も
、
一
つ
一
つ

が
、
私
達
の
祖
先
が
残
さ
れ
た
遺
産
で
あ
り
ま
す
。
本
町
は
、
素
晴
し
い
こ
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
古
い
時

代
か
ら
、
私
達
の
祖
先
が
、
こ
の
地
域
を
開
き
、
長
い
歴
史
と
特
色
あ
る
文
化
を
守
り
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
、
今
日
の
繁
栄
を
築
き
あ
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
地
蔵
さ
ん

も
、
無
意
味
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
素
朴
な
村
人
の
願
が
こ
め
ら
れ
守
り
続
け
ら
れ
、
永
い
歳
月
の

風
雪
に
耐
え
乍
ら
、
物
云
わ
ず
と
も
、
私
達
の
生
活
を
眺
め
て
き
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
中
に
は
苔
む
し
た

姿
の
ま
皇
や
、
道
路
工
事
等
で
移
転
さ
れ
た
り
、
又
心
な
き
人
に
盗
ま
れ
て
、
石
室
の
み
淋
し
く
建
っ
て
い
た

り
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

又
町
民
各
位
の
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
三
月

序

を
尊
ぶ
、
民
主
国
家
と
し
て
、
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
の
祖

こ
れ
等
の
遺
産
と
も
云
う
べ
き
、
文
化
財
は
、
私
達
が
守
り
、
後
世
に
残
し
継
承
し
て

思
い
ま
す
。
又
今
の
う
ち
に
記
録
に
と
ど
め
末
永
く
保
存
し
よ
う
と
云
う
こ
と
で
、
第

殊
に
、
文
化
財
保
護
委
員
の
方
々
の
苦
心
と
御
労
苦
に
対
し
、
深
甚
な
る
敬
意

蘇
陽
町
教
育
長

小

崎

順
』

夫



私
達
の
祖
先
が
残
し
た
豈
菫
な
文
化
財
は
、
蘇
陽
町
の
歴
史
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
長

く
大
切
に
保
存
し
後
世
に
残
し
伝
え
行
く
の
も
欧
民
と
し
て
の
務
め
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
昨
年
、
文
化
財

の
第
一
集
を
発
行
し
ま
し
た
が
、
承
年
度
、
勇
二
集
と
し
て
石
造
物
関
係
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
過
日
、
庇

内
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
新
し
く
発
見
さ
れ
た
も
の
が
沢
止
あ
り
ま
し
た
。

何
分
に
も
広
域
な
本
町
の
こ
と
で
、
ま
だ
未
発
見
、
未
調
斉
の
も
の
が
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

又
誤
記
等
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
御
許
し
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
写
真
は
で
き
る
だ
け
多
く
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
し
た
。
な
お
調
査
不
允
分
な
所
が
あ
り
ま
す
が
今
後
調

査
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
侭
き
の
点
や
、
洩
れ
た
点
等
に
、
つ
き
ま
し
た
は
、
御
教
示
下
さ
る

あ
り
ま
し
た
ら
御
指
導
願
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
り
ま
す
の
で
、
後
日
の

昭

和

六

十

一

年

三

月

追

伸

こ

の

第

竜

集

璋

あ
わ
せ
て
調
べ
ま
し
た
。

こ
の
第
一
集
に

が
各
界
の
御
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

最
后
に
太
調
査
に
当
た
り
御
教
示
御
協
力
戴
き
ま
し
た
諸
先
輩
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
紙

引
き
続
き
第
三
集
の
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
文
化
対
等
に
つ
い
て
、
御
存
知
の
事
な
ど
、
お
気
付
の
こ
と
が

‐

Ｉ

Ｐ

胃

毛

／

、

一

己

ノ

抗

川

卜

。

『

ゴ

年

１

ｒ

豆

剴

式

、

ｊ

，

。

、

一

○

今
年
は
明
治
百
十
九
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
石
造
物
も
、
百
年
以
上
経
過
し
ま
す
と
、
碑
文
等
が
判
ら
な
ぐ

り
ま
す
の
で
、
後
日
の
参
考
ま
で
と
思
い
、
併
せ
て
驚
載
い
た
し
ま
し
た
。

は

、
現
在
で
は
、
文
化
財
と
ま
で
は
云
わ
れ
な
い
、
明
治
以
後
の
記
念
礁
等
も
調
査
に

し

が

き

蘇
陽
町
文
化
財
保
護
委
員

片

倉

義

美

人
内
田
忠
秋

長
谷
野
官
蔵

後

藤

松

寿

佐

藤

幸

孝
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建

第

２

編

石

序は

し

が

き

汽四
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板灯
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第1編建造物（宝塔）

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
イ
ン
ド
の
塔
が
中
国
で
発
達
し
て

あ

す

か

我
が
国
に
は
飛
鳥
時
代
に
伝
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
以
降
に
な
る
と
、
こ
れ

等
の
石
造
の
塔
は
盛
ん
に
造
立
さ
れ
、
以
後
令
国
に
普
及
し
た
と
い
わ
れ
る
。

碑
、
墓
碑
、
手
洗
一

多
種
多
様
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
塔
と
い
う
も
の
は
、
古
代
の
イ
ン
ド
で
、
亡
く
な
っ
た
人

ふ

ん

き

ゅ

う

の
遺
骨
を
葬
っ
た
半
球
形
の
墳
丘
を
ス
ッ
ー
パ
と
い
う
が
、
こ
の
ス
ッ
ー

そ

と

う

ば

・
ハ
は
、
漢
字
で
、
卒
塔
婆
と
書
き
、
こ
れ
を
略
し
て
、
塔
婆
、
ま
た
は
塔

も
の
等
は
、

の
都
合
で
、

今
回
は
、
そ
れ
等
、
石
造
物
の
う
ち
、
各
家
庭
の
日
用
品
で
あ
っ
た
も

の
や
、
又
個
人
専
用
の
も
の
、
個
人
の
墓
石
二
部
本
町
の
歴
史
に
関
係

あ
る
も
の
は
入
れ
て
あ
る
）
な
ど
、
又
神
社
、
仏
閣
に
、
直
接
関
係
あ
る

も
の
等
は
、
今
後
の
調
査
の
時
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
の
で
除
き
、
編
纂

石
造
文
化
財
の
種
類
に
つ
い
て

石
造
文
化
財
と
、
一
口
に
い
っ
て
も
、
色
々
な
種
類
が
あ
り
、
単
に
、

石
の
佛
だ
け
で
な
く
、
石
の
塔
や
、
灯
龍
、
板
碑
、
鳥
居
、
石
橋
、
記
念

碑
、
墓
碑
、
手
洗
石
等
、
種
類
、
構
造
、
形
状
や
、
作
製
の
目
的
な
ど
、

一

、

宝

塔

第

１

編

建

造

物

目
次
の
と
お
り
に
区
分
し
て
編
纂
し
た
。

能
齢
此
塔
一
香
一
花
礼
拝
供
養
八
十
億
劫
牛
死
重
罪
一
時
消
滅

伏

願

今
卜
皇
帝
電
詐
萬
々
歳
大
菅
君
代
武
運
長
久
天
下
太
平
国
家
安
令
風
雨
順

時
五
穀
能
登
一
切
嘩
生
呰
帰
正
法
郷
党
同
行
四
米
網
素
見
聞
殿
署
雀
々

世
々
六
窺
誉
届
及
無
依
無
佑
法
界
之
萬
霊
同
生
極
楽
成
等
正
攪

維
時
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
丙
午
年
夏
吉
辰

雫
塔
の
経
文

経

云

｜

所

在

地

大

字

高

畑

年
称
神
社
境
内
に
大
宝
塔
が
あ
る
（
第
一
集
参
照
）

基
礎
石
債
で
巾
四
・
二
一
、
高
一
・
三
米
、
塔
長
三
・
五
米
で
、
人
乗
妙

典
と
四
面
に
大
字
あ
り
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
建
京
で
あ
る
。

は
、

も
の
を
、

内
に
釈
訓
・
多
宝
の
二
如
来
を
簔

置
す
る
の
が
志
来
の
形
で
あ
る
。

一
重
の
も
の
を
宝
塔
、
二
重
式
の

も
の
を
、
多
宝
塔
と
呼
ぶ
。

本
町
高
畑
の
年
称
神
社
の
も
の

は
、
大
宝
塔
と
云
え
る
。

又
、
仏
教
説
話
に
よ
っ
て
、
塔

宝堵 多宝塔

-1



宝
塔
の
継
目
の
処
に
「
維
時
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
丙
午
年
夏
吉
辰
、

石
工
、
坂
梨
、
栄
七
、
藤
吉
、
光
太
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

（

通

訳

）

此
の
塔
に
一
香
一
花
を
能
く
し
、
礼
拝
供
養
す
れ
ば
、
八
十
億
劫
生
死
重

罪
、
一
時
に
消
滅
す
。

伏

し

て

願

わ

く

ぱ

丙
午
年
夏
吉
辰

当
時
、
弘
法
大
師
の
信
仰
が
厚
く
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
拝
所
と
し
て

建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

今
上
皇
帝
宝
詐
萬
々
歳
、
大
樹
（
将

軍
家
の
こ
と
）
代
々
、
武
運
長
久
、

天
下
太
平
、
国
家
安
全
、
風
雨
時
に

順
い
、
五
穀
能
く
登
り
、
一
切
群
、

生
皆
、
正
法
に
帰
し
、
郷
党
の
同
行
、

四
来
の
継
素
（
僧
俗
）
、
見
聞
穀
誉
、

生
々
世
々
、
六
親
害
属
、
無
依
無
佑

に
及
び
法
界
の
万
霊
、
同
じ
く
、
極

楽
に
生
じ
等
正
覚
を
成
さ
ん
こ
と
を
。

維
時
弘
化
三
二
八
四
六
）

1
一

亀
昌
目

塔
正
面
上
部
に
＠
の
梵
字
・
中
央
部
正
面
歯
三
一
~
左
面
駁

（
ク
ラ
ー
ク
）
・
右
面
詠
《
ア
ダ
）
・
後
面
難
く
キ
リ
ー
ク
）
の
梵
学

が
あ
る
。

文
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

二

所

在

地

大

字

塩

出

迫

（

下

塩

出

）

下
塩
出
部
落
観
音
堂
前
に
、
三
・
五
米
の
、
宝
塔
が
、
明
治
三
十
八
年

十
月
に
、
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
下
塩
出
、
吉
田
正
明
氏
が
、
明

治
三
十
七
、
八
年
戦
役
記
念
の
為
に
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
宝
塔
の
碑

0．75

1
3．50

０

１

’

３

１

－

５

－

１

－－ニーヨーニ4幾01－．
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第1福建造物（宝塔）

皇
威
宣
揚

敵
国
降
伏

陸
海
軍
人

武
運
長
久

天
皇
陛
下

聖
躬
萬
才

天
下
恭
平

五
穀
豊
登

Ｔ
如
斗
１
１

明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
際
軍
資
金

全
員
献
納
候
段
寄
持
候
事

熊
本
県
知
事
正
四
位
勲
二
等
江
木
千
之

大
乘
妙
典
普
門
品
塔

明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
記
念
ノ
為

此
塔
ヲ
建
立
ス

明
治
三
十
八
年
十
月
吉
日
溺
蠅
註
吉
田
正
明

浄
財
施
主

塩

出

信

徒

中

十

方

有

志

之

士

1．70

~~

： ！…
1．4

1
(東） (北） (南）(西）

は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三

所

在

地

大

字

伊

勢

（

旅

草

）

旅
草
観
音
堂
前
に
、
高
四
米
の
宝
塔
が
、
明
治
三
十
七
年
九
月
に
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
十
七
、
八
年
戦
役
中
に
、
戦
勝
祈
願
の

為
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
願
主
は
、
吉
田
正
明
と
記
さ
れ
て

あ
る
。
同
じ
型
の
も
の
が
、
下
塩
出
に
も
建
て
易
あ
る
が
、
こ
こ
の
宝
塔

に
は
、
四
面
の
周
囲
に
、
諸
仏
四
体
が
置
か
れ
て
あ
り
、
宝
塔
の
碑
文
に
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’
出
征
軍
人

身
体
健
康

皇
軍
全
勝

敵
国
降
伏

天
皇
陛
下

聖
寿
無
窮

’
1

大
乘

妙
典

宇
一
石
塔 ６

，

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

屯

。

１

‐

Ｉ

‐

’

１

‐

Ｉ

１

１

’

’

’

’

’

１

１

１

１

’

１

１

１

‐

‐

１

‐

１

’

１

１

‐

・

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

１

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｊ

Ｂ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

１

今

Ⅱ

Ｉ

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

０

＄

”

０

口

画

Ⅱ

■

ロ

Ⅱ

！

Ⅱ

Ⅱ

今

Ⅱ

１

日

Ⅱ

Ｉ

■

Ⅱ

台
石
に上

益
城
郡
御
嶽
村

彫

作

人

石

工

山

下

政

太

郎

惟
時
明
治
三
十
七
年
九
月

爲
征
露
記
念
読
禰
普
門
品

千
二
百
巻
移
転
再
建
塔
願
王
吉
田
正
明

浄
財
施
主

旅

草

信

人

中

十

方

有

志

の

士

６
１
■
ｄ
、
Ｇ
■
９
．
日
０
０
凸
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
口
Ⅱ
．
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
口
Ⅱ
０
日
Ｉ
Ｃ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
６
４
４
１
６
●
ｊ
ｆ
０
Ｖ
９
１
■
別
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
■
７
ｈ
Ⅱ
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ

－

四

所

在

地

大

字

滝

上

（

竿

渡

）

吉
田
家
墓
地
横
に
宝
塔
の
頭
部
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
あ
り
（
長

○
・
四
六
、
巾
○
・
一
五
米
）
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

五

所

在

地

大

字

塩

原

（

黒

原

）

国
道
墓
六
五
号
線
（
通
称
黒
原
一
本
松
）
よ
り
右
に
入
り
（
町
道
黒
原

線
）
約
三
○
○
米
の
分
岐
よ
り
左
に
約
二
○
○
米
の
右
杉
山
の
頂
に
、
宝

塔
の
一
部
と
思
わ
れ
る
、
塔
身
（
○
・
五
四
、
下
部
○
二
五
、
頭
部
巾

○
・
○
七
米
）
の
上
部
が
建
っ
て
い
る
。

地
形
は
、
円
墳
形
に
て
盛
り
上
げ
ら
れ
て
あ
り
、
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で

あ
る
。
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第1鍔建浩物 (宝薩印塔）

目
的
は
、
願
主
が
現
世
の
利
益
を
う
け
る
た
め
の
祈
願
や
、
ま
た
故
人
の

七

所

在

地

大

字

旅

草

観
音
堂
の
右
側
に
宝
塔
が
一
基
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

（
下
巾
○
・
五
八
、
全
長
一
。
一
八
米
）
塔
身
に
天
皇
陛
下
、
大
乗
好
典

と
あ
り
建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
。

そ
の
根
元
に
梵
字
が
あ
る
。
宝
塔
の
一
部
が
あ
る
が
詳
し
き
こ
と
不
明
。

由
緒
あ
る
宝
塔
と
思
わ
れ
る
が
古
老
に
聞
く
も
詳
し
き
こ
と
不
明
で
あ
る
。

柱
は
、
八
角
型
で
、
現
存
の
高
さ
一
・
一
八
米
、
頭
部
（
高
○

巾
○
・
三
五
米
）
下
部
に
宝
瞳
印
塔
の
頭
部
等
が
積
ま
れ
て
あ
る
。

六

所

在

地

大

字

柏

（

元

柏

）

有
働
研
さ
ん
宅
横

の
墓
地
の
中
に
相
当

の
年
月
を
経
た
る
無

縫
塔
（
卵
塔
）
が
建

立
さ
れ
て
あ
り
、
土

台
及
中
間
部
は
崩
れ

て
い
る
。

図
の
よ
う
に
四
角
の
四
面
を
も
っ
た
一
重
の
塔
で
、
こ
の
塔
を
建
て
る

二
、
宝
筐
印
塔

四
三
、

フ

つ

Ｃ竺､J宝琶p塔の変遷 追
善
供
養
の
た
め
の
も
の
な
ど
で
あ
っ
た
が
墓
石
代
り
に
ま
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

だ

ら

に

宝
筐
印
陀
羅
尼
経
を
納
め
て
供
養
す
る
塔
で
、
イ
ン
ド
に
始
ま
っ
た
も
の

で
、
日
本
へ
は
平
安
中
期
に
渡
来
す
る
が
、
石
造
物
と
し
て
普
及
す
る
の

は
鎌
倉
後
期
か
ら
で
、
室
町
時
代
に
盛
行
し
た
。

こ
の
塔
の
造
立
の
年
代
は
図
に
示
し
た
隅
飾
突
起
が
、
鎌
倉
期
は
垂
直
に

近
く
立
っ
て
い
る
が
、
室
町
期
に
は
、
や
シ
外
側
に
は
り
出
し
、
江
戸
期

に
な
る
と
極
端
に
四
方
に
は
り
出
し
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
分
け
ら
れ

鮒 匡
轄
医

【』うきユうG汎とう

聿匿印塔
号
■
Ｊ
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八

所

在

地

大

字

米

迫

（

米

山

）

村
家
三
百
八
十
年
祭
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
全
長
約

一
・
三
○
米
）

九

所

在

地

大

字

今

部
落
観
音
堂
前
に
、
宝
筐
印
塔
の
頭
部
及
そ
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の

数
基
が
、
合
祀
さ
れ
て
あ
る
が
、
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

お
堂
は
、
元
治
元
年
二
八
六
四
）
の
建
立
で
あ
り
、
部
落
の
人
は
、

通
称
、
観
音
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。

古
川
俊
次
氏
宅
庭
先
に
建
立
さ
れ
て
あ
る
嘉
永
七
年
二
八
五
四
）
十

月
吉
日
世
話
人
と
銘
が
あ
る
。

基
礎
（
巾
○
・
五
、
厚
○
・
一
三
米
）
塔
身
（
巾
○
・
《
’
三
、
商
○
・
五

一

○

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

岩

尾

野

）

▼

鰯 ．
型
》
』

W
●

ヤ

QQ

咽ワ

蛭

職驍 ~~.…‐

今
村
山
城
守
の
廟
の

正
面
祠
に
、
宝
筐
印
塔

が
、
祭
祀
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
地
は
、
永
録
、
天

正
の
頃
今
村
山
城
守
源

親
貞
の
居
城
跡
に
て
、

昭
和
三
十
年
四
月
、
今

五
米
）

笠
（
下
巾
○
・
五
五
、
上
巾
○
・
二

一
、
高
○
・
三
○
米
）
上
塔
（
巾
○
．

一
三
、
高
○
・
五
○
米
）
三
面
に
梵

字
の
刻
み
が
あ
る
。

横
に
石
堂
が
あ
る
（
巾
○
・
四
七
、

高
○
・
五
、
内
巾
○
・
三
一
米
、
笠

下
巾
○
・
六
八
、
上
巾
○
・
’
八
、

高
○
・
三
米
）
中
に
宝
筐
印
塔
の
一

部
（
長
○
・
二
、
巾
○
・
一
三
米
）

が
祀
れ
て
あ
る
。

詳
し
き
こ
と
不
明
で
あ
る
。

二

所

在

地

大

字

長

崎

（

上

長

崎

）

公
民
館
の
左
側
に
、
二
基
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

下
部
は
崩
壊
し
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
建
立
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

一

二

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

岩

尾

野

）

国
道
二
六
五
号
線
沿
い
、
古
川
繁
氏
宅
前
に
一
基
あ
り
、
土
台
は
崩
壊

し
て
い
る
が
、
現
在
高
さ
○
・
九
五
米
に
て
鎌
倉
時
代
建
立
の
も
の
と
恩
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第1編 建造物（宝極印塔）

一

四

所

在

地

大

字

滝

上

（

士

戸

）

町
和
義
氏
宅
裏
山
に
あ
り
相
当
古
く
宝
筐
印
塔
の
一
部
が
あ
り
菊
池
政

高
公
の
墓
地
と
云
わ
れ
て
い
る
が
詳
で
な
い
台
石
、
（
巾
○
・
三
一
、
高
○
・

二
米
）
の
上
に
巾
○
・
一
三
、
長
○
・
三
七
米
の
頭
部
が
祀
っ
て
あ
る
。

詳
し
き
こ
と
不
明
な
り
、
昔
桧
の
大
木
が
あ
っ
た
と
云
う
。

わ

れ

る

。

外

か

ら

見

る

と

円

墳

形

状

に

て

、

表

の

道

路

側

に

は

、

古

い

石

垣

が

積

ま

詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
横
に
、
墓
石
が
三
基
列
ん
で
い
る
が
れ
て
あ
り
昔
は
大
き
い
墓
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
所
で
あ
る
。

一
つ
は
、
延
暦
二
（
七
八
三
）
一
基
二
二
○
三
年
前
と
な
る
）
と
、
外

二
つ
は
、
享
保
七
（
一
七
二
二
）
と
天
保
七
（
一
八
三
六
）
の
建
立
で
あ
る
。
一
五
所
在
地
大
字
花
上
（
花
寺
）

五

所

在

地

大

字

花

上

霧

⑬
キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）
の
印
あ
り

屋
タ
ラ
ー
ク
（
虚
空
蔵
菩
薩
）
右
二
種
の
梵
字
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。

一

三

所

在

地

大

字

滝

上

（

土

戸

）

町
道
（
公
民
館
よ

り
約
百
米
菅
尾
寄

り
）
左
側
上
部
杉
山

に
、
塔
二
基
が
あ
る
。

、（
鯲
陳
進
氏
所
有
山

林
地
）
通
称
山
状
塚

と
呼
ば
れ
て
い
る
が

昔
か
ら
呼
ん
で
い
る
が
相
当
古
く
、
壊
れ
か
蚤
っ
て
い
る
（
高
一
◆
○
米

と
不
明
で
あ
る
。

頭
部
の
み
が
あ
る
。
台
地
型
の
と
こ

ろ
で
、
昔
、
供
養
塔
と
し
て
建
立
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
詳
し
き
こ

エ

ハ

所

在

地

大

字

八

木

（

八

矢

）

冨
永
政
雄
氏
宅
裏
竹
山
に
印
塔
の

天

満

宮

、

前

方

（
竹
山
）
に
印
塔

が
一
基
あ
る
。

こ
こ
を
部
落
の
人

は
か
い
さ
ん
森
と
、
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余
、
巾
○
・
三
六
米
）
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
し
き
こ
と

は
不
明
。

’

七

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

丸

小

野

）

お
大
師
堂
の
中
央
盛
高
地
に
、
宝
筐
印
塔
の
上
部
の
も
の
と
思
わ
れ
る

長
○
・
四
六
、
巾
○
・
一
五
米
の
塔
が
建
っ
て
い
る
。

昔
こ
の
地
は
、
由
緒
あ
る
地
と
思
わ
れ
る
が
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

相
当
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
年
号
、
由
緒
等
、
不
明
で
あ
る
。

部
が
あ
る
。

一

九

所

在

地

大

字

下

山

（

前

畑

）

村
中
道
路
左
上
の
杉
竹
山
の
六
地
蔵
の
前
方
に
宝
筐
印
塔
の
頭
部
及
宝

塔
の
頭
部
（
長
○
・
四
、
経
○
・
一
五
、
頭
部
巾
○
・
一
八
米
）
の
み
が

あ
る
。
由
緒
あ
る
地
と
思
わ
れ
る
が
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

二

○

所

在

地

大

字

長

谷

（

倉

木

山

）

部
落
人
口
左
上
に
円
墳
型
の
山
が
あ
る
。
頂
上
ま
で
約
十
五
米
程
で
こ

の
頂
点
に
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
宝
筐
印
塔
、
一
基
が
建
立
さ
れ

’

八

所

在

地

大

字

柏

（

溜

渕

）

県
道
河
内
、
矢
部
線
、
山
下
享
氏
人
口
、
三
叉
路
に
、
宝
筐
印
塔
の
一

て
あ
る
、
全
高
一
・
五
七
、
塔
身
巾

○
・
三
三
、
笠
巾
○
・
五
八
米
で
塔

身
に
月
輪
が
刻
ま
れ
て
あ
る
。
此
の

周
辺
に
、
五
個
程
の
印
塔
の
一
部
が

合
祀
さ
れ
て
あ
る
が
詳
し
き
こ
と
は

不
明
で
あ
る
。

三

、

供

養

塔

こ

う

げ

供
養
と
い
う
言
葉
は
、
飲
食
物
や
香
華
な
ど
を
三
宝
（
佛
宝
◇
法
宝
・

僧
宝
を
仏
教
に
お
け
る
三
種
の
宝
と
い
う
）
を
、
父
母
、
師
長
（
先
生
や

目
上
の
人
）
お
よ
び
亡
く
な
っ
た
人
に
捧
げ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、

く

ど

く

こ
の
供
養
を
し
た
功
徳
と
い
う
も
の
は
、
供
養
を
受
け
る
者
よ
り
も
、
む

し
ろ
供
養
を
す
る
人
の
方
に
返
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
供
養
の
た
め
に
は
仏
事
と
か
法
事
を
行
う
が
、
こ
の
供
養
塔
も
同
じ

く
、
そ
の
気
持
を
も
っ
て
、
供
養
の
記
念
と
し
て
建
て
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
畜
獣
を
多
く
殺
し
た
た
め
と
か
、
亡
く
な
っ
た
牛
馬
の
霊
を
慰
め
る

た
め
の
供
養
塔
も
あ
る
。
こ
の
供
養
塔
に
は
一
定
の
決
ま
っ
た
形
式
は
な

0

1

－8－



第1鱈建造物（供礎塔）

一

三

所

在

地

大

字

馬

見

原

火
伏
地
蔵
堂
境
内
の
右
側
に
切
石
の
塔
数
基
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
が
、

延
文
六
年
（
一
三
六
二
（
六
二
五
年
前
）
に
、
馬
見
原
町
と
町
名
が
刻
ま

れ
て
あ
り
、
馬
見
原
は
、
そ
の
当
時
よ
り
町
を
形
成
し
、
繁
栄
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
物
件
の
一
つ
で
あ
る
。

一
、
石
塔
台
石
（
巾
○
・
三
八
、
高
○
・
三
五
米
、
塔
身
高
○
・
四
、

巾
○
・
二
四
米
）

元
文
六
辛
酉
年
（
一
七
四
一
）
三
月
吉
日
田
中
弥
治
右
門

中

央

に

三

界

万

霊

と

刻

み

あ

り

一
、
石
塔
台
石
な
し
（
高
○
・
三
四
、
巾
○
・
三
二
米
）

二

』

延

文

六

年

二

三

六

二

升

正

月

十

七

日

中

央

に

奉

供

養

右

面

に

馬

見

原

早

中

世

話

人

治

助

左

面

に

俗

名

武

兵

口

・

勘

次

・

亦

年

。

弥

吉

と

銘

あ

り

他
に
、
地
蔵
尊
外
二
基
あ
る
が
無
名
に
て
、
詳
し
き
こ
と
は
不
明

く
、
一
般
に
は
墓
石
の
よ
う
な
形
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
造
立
の
と
き

は
経
文
を
納
め
た
り
、
経
文
を
一
石
に
一
字
ず
つ
書
い
て
埋
め
ら
れ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。

子
二
の
ブ
つ
。

面

二

四

所

在

地

大

字

塩

右

出

迫

（

下

塩

出

）

面

観
音
堂
横
に
切
石
の
碑
が
左

建
立
し
あ
り
、
台
石
の
周
囲

に
、
供
養
石
と
思
わ
れ
る
川

小
石
多
数
あ
り
、
詳
し
き
こ
正

と
は
不
明
で
あ
る
。

二

三

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

古

町

）

国
道
二
六
五
号
線
沿
、
右
側
（
原
商
店
横
）
に
、
自
然
石
の
碑
が
建
立

碑
石
に
、
世
祖
方
八
田
九
工
門
・
小
堀
尉
左
右
工
門

干
時
天
保
五
甲
午
（
一
八
三
四
）
爲
先
祖
追
孝

浄
土
三
部
妙
典
塔

書
写
一
宇
一
石
願
主
、
曽
我
忠
兵
衛
祐
之
と
銘
あ
り

式
乞

鍾
鐸
陶
臘

~I

俳調

像』

民

曾~

灘
輪

鍬

／へ、／、 ／へ、Ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

錨

一

面

Ｉ

上

臼

蕊
享

和

元

南
無
阿
弥

酉

十

二
民

子

当
村
火
伏
為
袋

改

之

実

慶

長

十

五

才

泰
法
華
経
一
千
部
修

代

口

奉

吉

日

鰯 際

碑
（
高
一
・
三
、
巾

○
・
六
六
、
厚
○
・

三
五
米
）
台
石
（
ｔ

段
巾
○
・
九
、
厚
○
・

一
、
下
段
巾
一
・
一

○
、
厚
○
・
二
五
米
）

さ
れ
て
あ
る
。

|~]全に|~’
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一

五

所

在

地

大

字

今

通

称

、

山

城

さ

ん

と

呼

ば

れ
て
い
る
（
今
村
親
雄
氏
宅

上
山
）
と
こ
ろ
に
、
タ
ブ
の

古
木
の
根
元
に
、
自
然
石
の

供
養
塔
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

中
央
上
部
に
、
錐
（
キ
リ

ー
ク
）
の
梵
字
あ
り
て
、
南

無
阿
弥
陀
佛
、
脇
侍
と
し
て

右
に
観
世
音
菩
薩
、
左
に
、

勢
至
菩
薩
、
下
部
に
、
今
村

山
城
守
、
施
主
と
銘
あ
り
、

建
立
年
月
は
、
読
み
と
れ
ず
。

此
の
地
は
、
別
名
一
‐
西
の
城
」
と
い
い
、
役
場
上
の
地
を
、
「
東
の
城
Ｌ

と
呼
ば
れ
、
今
村
山
城
守
の
出
城
の
跡
と
云
わ
れ
て
い
る
。

碑
（
下
巾
○
・
三
八
、
上
巾
○
・
三
二
、
厚
○
・
一
五
、
長
○
・
九
五
米
）

二

六

所

在

地

大

字

今

（

高

見

）

農
協
本
所
入
口
付
近
よ
り
旧
道
を
左
に
入
り
登
り
上
っ
た
と
こ
ろ
。

標
高
六
一
五
米
の
測
点
が
あ
り
、
通
穂
「
高
佛
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
（
今
部
落
山
野
の
墓
）
と
記
さ
れ
た
、
碑
が
建
っ
て
い
る
。

⑳、
重蓋
河棚

糸
心

凸｡－

、
偽

諏
叡
《
》
雄
討
一
郭

麹

げ
り

… やも

鑿塗

二

七

所

在

地

大

字

米

迫

（

米

山

）

今
村
山
城
守
城
跡
に
、
山
城
守
の
廟
が
あ
り
、
そ
の
前
に
切
石
の
碑
が

建
っ
て
い
る
。

奉
寄
進
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
十
二
月
、
米
山
村
、
今
村
中
、
と

銘
あ
り
。

今
村
山
城
守
一
族
の
供
養
塔
と
し
て
、
米
山
、
今
村
、
の
人
々
が
、
当
時
、

建
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

基
礎
（
巾
○
・
三
五
、
厚
○
・
二
）
塔
身
（
高
○
・
五
六
、
巾
○
・
一

九
米
）
笠
（
巾
○
・
三
、
高
○
・
三
六
米
）

此
の
代
表
者
の
、
労
苦
を
、
労
い
祀
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

別
名
「
野
分
の
墓
」
と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
碑
名
、
台
石
二
段
（
下
巾

○
・
三
五
、
中
巾
○
・
六
二
、
厚
○
・
二
、
高
一
・
三
米
）

以
前
は
、
今
部
落
の
中
に
、

あ
っ
た
も
の
を
、
昭
和
の
初

め
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
云

わ
れ
、
肥
後
藩
時
代
、
原
野

の
利
用
を
、
各
地
区
に
区
割

す
る
際
に
、
代
表
者
が
出
夫

し
、
標
示
し
て
い
た
と
云
う
。

1()-



第1鱈 建造物（供養塔）

二

九

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

丸

小

野

）

秋
葉
神
社
境
内
に
、
台
石
、
塔
石
共
に
自
然
石
で
、
高
さ
○
・
八
、
巾

○
・
四
米
の
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
碑
に
、
天
ノ
川
水
神
と
あ
り
、

右
に
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
仁
世
本
住
人
、
山
口
伯
寿
左
に
辛
丑
閏

正
月
吉
日
、
田
上
隆
太
、
と
銘
あ
り
。
詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

碑
に
は
、
正
面
に
一

池
殿
清
正
大
神
儀
、

右
面
に
、
丸
小
野
、

仁
瀬
本
、
大
ノ
原
、

産
子
中
、
後
面
に
、

嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
）
酉
七
月
立
之
、

と
銘
記
あ
り
。
詳
し

き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

る
。 二

八

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

丸

小

野

）

夜
渡
神
楽
で
有
名
に
な
っ
た
、
火
伏
地
蔵
、
秋
葉
神
社
の
境
内
の
左
側

に
、
高
さ
一
。
五
五
（
台
石
○
・
六
）
米
の
切
石
の
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ

一
聖
、
二
天
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
左
面
に
、
奉
浄

ー

＃
今

D

B

1

畦 葬

毛

f
毎凸

冬
■
・
Ｐ
》
）

ｻ

｛傷.‘

卸

~

＝､"

‘
＃

秒

．

，

隆

穂
Wf

堅溌＃リ
…

鍵

五
基
の
内
右
側
の
一
基
は
、
無
縫
塔

で
無
名
に
し
て
、
高
さ
一
◆
五
五
、
塔

身
○
◆
七
、
台
石
巾
○
・
九
米
の
立
派

な
も
の
で
あ
る
。
次
の
一
基
も
無
名
の
、

石
塔
が
建
っ
て
い
る
。

中
央
の
も
の
は
、
台
石
巾
○
・
六
、
厚

○
・
二
米
の
上
に
、
自
然
石
で
、
高
さ

三
○
所
在
地
大
字
二
瀬
本
（
丸
小
野
）

丸
小
野
、
熊
野
神
社
（
通
称
丸
小
野
権
現
さ
ん
）
の
境
内
地
の
下
段
に
、

五
基
の
石
塔
（
碑
）
が
建
立
さ
れ
て
あ
り
、
相
当
格
式
あ
る
も
の
－
基
あ

る
も
無
名
の
た
め
不
詳
な
り
、
同
地
の
古
老
に
聞
け
ば
「
矢
野
宗
左
衛
門
」

と
云
う
人
の
石
碑
で
現
在
の
権
現
社
の
御
神
体
が
昔
、
川
流
れ
し
て
、
日

向
国
、
丸
小
野
の
地
に
流
れ
て
い
た
の
を
、
此
の
地
の
丸
小
野
に
持
参
し

祀
っ
た
の
が
現
在
の
熊
野
神
社
で
、
当
時
丸
小
野
は
、
十
三
戸
あ
っ
て
、

そ
の
「
矢
野
」
な
る
人
を
当
番
順
に
定
め
て
養
っ
て
い
た
と
云
う
。
矢
野

な
る
人
が
病
気
と
な
り
死
亡
し
た
た
め
、
其
の
遺
骸
を
葬
り
祀
っ
た
の
が
、

五
基
の
中
、
左
か
ら
二
番
目
の
石
碑
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
。
宮
崎
県
に
今

も
、
丸
小
野
と
い
う
地
名
あ
り
て
、
権
現
神
社
を
建
立
し
、
当
神
社
の
祭

典
日
（
旧
十
月
十
日
）
に
は
宮
崎
県
で
も
、
祭
典
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
。

一
・
二
三
米
あ
り
、
正
面
に
、
丸
賢
菩

薩
御
霊
と
銘
が
あ
る
。
四
番
目
（
左
よ

-11



り
二
番
目
）
は
、
台
石
『
巾
○
・
九
米
の
上
に
、
高
さ
一
・
一
米
の
板
碑

が
あ
り
前
述
の
、
矢
野
宗
左
衛
門
の
墓
石
で
、
中
央
上
部
に
⑥
の
印
が

あ
り
、
丸
小
野
村
中
、
嘉
永
元
年
二
八
四
八
）
十
二
月
三
日
と
銘
が
あ

る
。
左
側
の
一
基
は
高
さ
○
・
九
台
石
巾
○
・
四
五
、
塔
身
高
○
・
四
巾

○
・
二
五
米
の
無
縫
塔
の
形
を
し
て
い
る
が
、
無
名
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
五
基
が
横
一
列
に
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

三

一

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

宮

の

下

）蕊
石
（
高
一
。
六
○
、
巾
○
・
三
米
の
四
角
柱
）

碑
の
正
面
に
、
阿
蘇
谷
得
坊
山
重
丸
、
法
主
、
今
山
寺
香
春
と
あ
り
、

横
面
に
慕
噂
（
バ
ー
ン
ク
）
大
日
如
来
の
梵
字
が
あ
り
、
大
乗
妙
典
塔
一

宇
一
石
と
あ
り
、
明
治
三
十
四
年
四
月
十
三
日
、
裏
面
に
、
有
縁
無
縁
供

養
建
主
、
小
屋
迫
彦
三
郎
、
と
銘
が
あ
る
。

一
・
一
五
、
巾
一
・
六

米
）
台
石
二
段
（
高
○
・

五
七
、
下
巾
○
・
七
七
、

上
巾
○
・
四
八
米
）
碑

町
道
下
山
線
入
口
左

側
道
上
に
、
碑
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
基
礎
（
高

三

二

所

在

地

大

字

伊

勢

（

梶

原

）

佐
藤
高
雄
氏
宅
入
口
よ
り
右
に
小
道
を
、
約
二
○
○
米
程
行
っ
た
所
の
《

椿
の
大
木
の
根
に
、
自
然
石
の
碑
（
高
○
・
九
五
、
巾
○
・
四
五
、
厚
約

○
・
三
米
）
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
中
央
上
部
に
靴
キ
リ
ー
ク
の
梵
字
が

あ
り
、
七
所
霊
神
、
大
乗
法
口
七
部
、
文
政
十
一
戊
子
（
一
八
二
八
）
三

月
日
、
三
次
、
福
次
、
貞
十
、
立
之
と
銘
が
あ
る
。

村
の
人
は
、
こ
こ
を
「
七
チ
ャ
ゴ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
。
古
老
の
話
で

は
、
昔
、
七
人
の
落
武
者
あ
り
て
、
そ
の
霊
を
葬
っ
て
あ
る
と
云
う
。

大
正
十
年
三
月
吉
日
井
芹
彦
四
郎
、
世
話
人
、
佐
藤
昌
作
、
天
草
郡
姫
戸

町
、
木
下
戸
三
郎
と
銘
が
あ
る
。
そ
の
横
に
小
さ
い
仏
像
が
雨
側
に
一
体

づ
っ
あ
り
左
側
は
（
台
石
巾
○
・
二
一
、
厚
○
・
一
三
米
、
仏
像
高
○
・

三
二
米
）
地
蔵
さ
ん
の
よ
う
で
台
石
に
、
大
正
十
年
八
月
六
日
、
一
一
子
石

三

三

所

在

地

大

字

柳

（

猿

丸

）

部
落
公
民
館
よ
り
約
二
○
○
米
位
い
、
坂
を
上
っ
た
地
点
に
、
現
在
く

ぬ
ぎ
が
植
栽
さ
れ
て
あ
る
が
、
調
度
円
噴
形
の
台
地
を
約
三
○
米
程
上
っ

た
頂
上
に
基
礎
石
積
（
高
一
・
三
、
下
巾
二
。
二
、
上
巾
一
・
五
三
米
）

の
上
に
台
石
（
高
○
・
二
五
、
巾
○
・
七
九
米
）
あ
り
て
、
そ
の
上
に
、

碑
（
高
○
・
九
八
、
巾
○
・
二
三
米
）
が
建
っ
て
い
る
。
碑
に
は
、
梵
字

ら
し
き
も
の
が
数
個
見
ら
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
台
石
に
は
、
奉

ハ
ツ
子
、
と
刻
あ
り
、
右
側
も
、
同
じ
大
き
さ
で
、
千
手
観
音
像
と
恩
わ
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